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＜ 目 的 ＞

家 庭 科 教 員 養 成 課 程 に お け る 模 擬 授 業 の 特 色 及 び 問 題 点 を 明 ら か に し、 そ の 改 善 を 図 る

た め、 こ れ ま で 学 生 の 自 己 評 価 を 中 心 に 検 討 を 行 っ て き た が、 本 報 で は 模 擬 授 業 の 授 業 記

録 を も と に 教 授 一 学 習 活 動 の 分 析 を 行 っ た。

＜ 方 法 ＞

長 崎 大 学 教 育 学 部 に お い て 平 成 元 年 度 に 家 庭 科 教 育 法n を 受 講 し た 学 生、 ４年 生12 名、3

年 生 ５名、 計17 名 が1989 年11 月29 日 か ら1990 年１月17 日 に か け て 模 擬 授 業 を 実 施 し た。 そ の

授 業 分 析 を Ｓ － Ｔ 授 業 表 示 法 及 び 教 授 一 学 習 活 動 の カ テ ゴ リ ー 分 析 に よ っ て 行 っ た。

＜ 結 果 ＞
１

授 業 設 計 の 段 階 と 実 際 に 行 っ た 授 業 で は、 各 教 授 活 動、

が み ら れ た。 加 え て、 初 め て 授 業 を 実 施 し た ３年 生 の 場 合

大 幅 な 変 更 を 行 っ て い た。

２

教

し

３

業

学 習 活 動 に 充 て た 時 間 に 差 異

教 授 一 学 習 活 動 の 構 成 自 体 か ら

教 授 活 動 は 大 き く ５ つ に 分 類 す る こ と が で き た。 そ の 中 で も 特 に 「 挿 話 」は、 家 庭 科

育 に お け る 独 自 な 活 動 と し て 捉 え ら れ る。 ま た、 学 習 の 位 置 づ け を 援 助 す る 教 授 活 動 と

て 「 予 告 」 を 行 っ て い た。

学 習 活 動 は ３ つ に 分 類 で き た が、 活 動 内 容 は 変 化 に 乏 し い も の で あ っ た。 ま た 模 擬 授

の 場 合、 学 習 者 側 か ら の 教 師 に 対 す る 働 き か け が 消 極 的 に な っ て い た。
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戦後 の家庭科教育の変遷－～一被服 教育を中心として―  （ 第2  報）

園田学園女短 大　 ○田中十一子　　　 奈良女大家政　 相川 佳予子

目的　 戦後 の著しい生活の変化は、家庭科教育の内容に大きな変革を必要とした。 第１

報において、昭和2   2 年の「 学習指導 要領家庭科編（試案）」の内容 は、戦前 のものと大

差なく、衣料窮乏時 代の衣生活に対応したものであ ったことを 明らかにした。本報で は、

昭和2   7 年から昭 和3   2年まで の被服教育の内容を、社会との関 連において考察する。

方法　 昭和3   1年に出さ れた「 学習指導要領家庭科編」にお ける被服分野の内容を検討

しヽ 前報との異同を明らかにした。さらにこ の時期 の社会状態 とのかかわりを みるために、

雑誌「 主婦の友」及び「 暮し の手帖」から衣生活関連の記事を とり出し対応させ た。

結果　 小学校 は昭和2   2 年（ 試案）以来 はじめての改訂であり、中学校は昭和2   6 年版、

高等学校は昭和2   4 年版 の改訂である。昭和３ １ 年の改訂 版で は、これまでの生活の中の

被服から、 被服分野が独立し て内容か 構成さ れている。主 な変化とし て、 ①被服製作は洋

裁にウェ イトかお かれた　 ②衣生活 の改善　 ③既製品 の選び方　 ④配色と組合せの問題

⑤衣服の保 存、防 虫剤の使い 方などか 新しく みられる。雑誌に も「 ナイロンのできるまで」

「 配色と組合せの工夫 」「 新しいきも の」「 洗剤と電気洗mm 」「 衣服計画 」などに関 す

る記 事がみら れ、 新しい 衣生活 様式か 普及しはじ めた様子かうかがわれる。以上のことか

ら昭 和3   1年の改訂は、 その後 の衣生活の変化を 予測し て、それに対 応するために内容か

大きくかえられてい ることかわかった。


